
公共職業訓練としての役割を果たすために

この役割を果たすためには、技術革新、労働市場の動向等により絶えず変化

する訓練ニーズを踏まえる必要。このため、次のような基盤（資源）が重要。

① 企業内の技術の動向等を把握し、訓練コースを常に改変していくためのノウ
ハウ（訓練ニーズの明確化、的確なカリキュラム策定）の蓄積・活用

② 技術革新にキャッチアップするための専門性を持った指導員の養成と絶え
ざる能力更新

③ 民間ではできないこれらの訓練を行うための施設・設備の整備

公共職業訓練の役割

離職者等に対する

再就職のための訓練

離職者訓練

在職者のレベルアップ
のための訓練

在職者訓練

学卒者等に対する
高度技能者養成の
ための訓練

学卒者訓練
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○離職者等に対する能力開発機会の格差是正と雇用のセーフティネット機能の発揮
○わが国の産業振興のための人材確保・能力高度化

地域における産業基盤の形成、活性化
労働者の雇用の安定

運 営 協 議 会

訓練計画専門部会 人材育成推進協議会

PDCAサイクルによる訓練コースの見直し

物的資源物的資源

体系の
見直し活用

指導能力
の向上投入

設備の
更新投入

・訓練コース設定の適否
・民間機関等の訓練コースの競合の有無

・能力開発のニーズ把握
・訓練実施計画の策定方針
・ものづくり分野の能力開発の推進

知的資源知的資源

→生涯職業能力開発体系の開発と活用
→職務を反映した弾力的なシステム
ユニット訓練方式

→ものづくり力、指導力、訓練コースの
コーディネート力等を身につけた指導員

→生産現場を反映した施設・設備
の設置
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資質の変化
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連携

連携

職業訓練指導員の養成と再研修

技術革新等に対応した訓練コース
の設定と効果的な実施

施設・設備が必要な訓練への
特化と効率化への取組
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雇用・能力開発機構における職業能力開発システム


